
（団体名）一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム
（事業名）宮城県内の支援者向け、福島県外避難者関連情報提供事業

～福島から宮城への避難者が適切な支援につながるために～ ロジック・モデル

インプット アウトプット活動 アウトカム

（様式２別紙）

初期 中期 長期資金
2,114,760円

（総事業額）

人材
コーディネーター

54人日
（６人日×９ヶ月）

スタッフ
54人日

（６人日×９ヶ月）

情報

・福島県外避難
者の現状と課題
に関する情報

・避難元自治体
の復興状況

・避難元自治体
から避難者への
支援状況

ノウハウ

・当コンソーシア
ムの避難者支援
のノウハウ

○取材を通じて得た情
報を整理し、月刊の情
報紙（A4版 ４ページ程

度）にまとめ、宮城県内
（避難先）の支援関係
者に送付する。

○取材対象としては、

・避難元自治体への取
材

・福島県外避難者への
取材（個人情報の観点
から、交流会等、避難
者が集い、かつ避難者
の現状がわかる場の
取材を想定）
等を予定する。

○毎月上旬～中旬に
取材活動を行い、得ら
れた情報を当月下旬に
まとめて印刷・発送す
る。

○復興支援情報紙の発
行。
事業期間内に９回
送付先 150ヶ所

（当初）

○情報提供先としては、
宮城県内で福島県外避
難者支援に関わってきた
所（行政・社協・NPO等）

や、これから関わってい
ただきたい所（避難者が
相談に訪れることが想定
される所）から選定する。

・当コンソーシアムがこれ
までの福島県外避難者
支援事業で構築してきた
ネットワークを活かし、当
初の送付先は150ヶ所程
度になる見込み。

福島県外避難者の現
状と課題について、宮
城県内の関係者の理
解が深まり、避難者を
受け入れていることに
ついての認識が高ま
る。

今年度末から次年度
に向け、福島県外避
難者の生活課題が
顕在化してきたときに、
相談先の理解がス
ムーズに進むように
なり、避難者の課題
解決につながる。

福島県外避難者が、
本当の意味での復興
（生活復興・心の復
興）を果たすまで、受
入地域である宮城県
内での支援活動が継
続する。

※事業の成果に必要な要素を図示化してください。
※見やすいようにデザインを工夫してください。
※注釈や記載例,不要な図形は削除してください。

福島県外避難者交流会の様子
（平成30年２月 当方主催）

福島県外避難者支援団体間
情報交換会の様子

（平成29年11月 当方主催）


